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ご注意
• 本書の内容の一部または全部を無断で転載、複写、複製、改ざんすることは固くお断りします。
• 本書の内容については、予告なしに変更することがあります。最新の情報はお問い合わせください。
• 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなど、お気づ
きの点がありましたらご連絡ください。 

• 運用した結果の影響については、上項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。
• 本製品がお客様により不適切に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、またはエプソンおよ
びエプソン指定の者以外の第三者により修理・変更されたことなどに起因して生じた損害などにつきまして
は、責任を負いかねますのでご了承ください。

• エプソン純正品およびエプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着してトラブルが発生した
場合には、責任を負いかねますのでご了承ください。

商標について
Microsoft®、Windows® は米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録
商標です。
Wi-Fi®、WPA ™、WPA2 ™、WPA3™ はWi-Fi Alliance® の登録商標または商標です。
Bluetooth® のワードマークおよびロゴは、 Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標であり、 セイコーエプ
ソン株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて使用しています。
IOS は、米国およびその他の国における Cisco 社の商標または登録商標であり、ライセンスに基づき使用さ
れています。
その他の製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。

ESC/POSコマンドシステム
EPSON は、独自の POS プリンターコマンドシステム、ESC/POS により、業界のイニシアチブをとって
きました。ESC/POS は特許取得済みのものを含む数多くの独自のコマンドを持ち、高い拡張性で多才なPOS
システムの構築を実現します。ほとんどの EPSON POS プリンターとディスプレイに互換性を持つほか、こ
の独自の制御システムにはフレキシビリティーもあるため、将来アップグレードが行いやすくなります。その
機能と利便性は世界中で評価されています。

©Seiko Epson Corporation 2022–2024
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安全のために

記号の意味

本書では以下の記号が使われています。それぞれの記号の意味をよく理解してから製品を取り扱ってくださ
い。

本書について

本書の目的

本書は、TM-P20II Utility の使用に必要な情報を提供することを目的としています。

本書の構成

本書は以下のように構成されています。

c 重要
ご使用上、必ずお守りいただきたいことを記載しています。この表示を無視して誤った取り扱
いをすると、製品の故障や動作不良の原因になる可能性があります。

Q 参考
補足説明や知っておいていただきたいことを記載しています。

第 1章  概要

第2章  使い方
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第1章 概要

1

概要
「TM-P20II Utility」は、TM-P20II のソフトウェア設定を確認・設定する、TM-P20II 専用のユーティリ
ティーです。
本章では、ユーティリティーの機能一覧、動作 OS、インストールとアンインストール方法について説明して
います。

機能一覧
本ユーティリティーの機能は以下のとおりです。

メニュー 機能

プリンター情報 • プリンター情報
25ページ

メイン プリンターの印刷やインターフェイスなどのメイン機能を設
定します。

基本設定 ロゴの登録 • ロゴの登録
27ページ

用紙節約 • 上下余白の削減
• 行間 /改行の削減率
• バーコード高さの削減率
• 文字高さの削減量
33ページ

印刷制御 • 印字速度
• 印字濃度
• オフライン中コマンド実行
• グラフィックデータ拡大縮小のリサイズ方法
• まとめ印刷（180度回転）
• 復帰可能エラー解除方法
• ハンドシェイクの動作（BUSYとなる条件）
• 自動改行
• USB省電力機能の設定
• ロール紙エンド /ニアエンド検出器
• エラー信号の設定
• オートパワーオフ時間
• バッテリー充電モード
• バッテリー残量少時の動作モード
• デスクトップモード
• 電源ON/OFF通知およびバッテリー状態通知
• 特定状態直後の用紙位置
• 特定状態直後の用紙位置の選択
35ページ



6

第1章 概要

1

詳細設定 デバイスフォント • デバイスフォントのコードページ
• 国際文字セット
37ページ

ブザー • 内蔵ブザー設定
38ページ

インターフェイス • Bluetooth ® 設定
• USBクラス設定
• イーサーネット設定
• 複数インターフェイスによる印刷のインターフェイスの選
択

• インターフェイスの切り替え待ち時間
39ページ

ネットワーク* ネットワークプリンターとして使用する機能を設定します。

基本設定 IPアドレス • IP アドレスの設定
45ページ

DNS • DNSサーバーの設定
• ホスト名とドメイン名の設定
47ページ

Wi-Fi • Wi-Fi の設定
• ローミング処理
49ページ

Wi-Fi Direct • Wi-Fi Direct の設定
51ページ

詳細設定 ePOS-Print • ePOS-Print の設定
53ページ

SNMP • コミュニティーの設定
• IP トラップの設定
54ページ

タイムアウト • タイムアウトの設定
56ページ

Bonjour • Bonjour の設定
57ページ

時刻設定 • タイムサーバーと時差の設定
• 現在時刻と時差の変更
58ページ

メニュー 機能
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∗ Wi-Fi モデルのみ表示されます。

ネットワーク
セキュリティー

SSL/TLS • SSL/TLSの設定
60ページ

IEEE802.1X • IEEE802.1X の設定
63ページ

IPsec/IPフィルタリング • IPsec/IP フィルタリングの設定
65ページ

CA証明書 • CA証明書の設定
76ページ

管理者設定 管理者設定 • 管理者名と設置場所の設定
78ページ

動作テスト • 動作テスト
80ページ

設定の保存と復元 • ロゴ登録ファイルとプリンターの設定をファイルに保存す
る

• 保存したファイルから設定をプリンターに復元する
81ページ

メニュー 機能
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サポートOS
• Windows 11
• Windows 10 (32 bit/64 bit)
• Windows 8.1 (32 bit/64 bit)
• Windows 8 (32 bit/64 bit)
• Windows 7 SP1 (32 bit/64 bit)
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インストール
TM-P20IIUtilityXXX.exe を実行してください。

アンインストール
以下の手順でアンインストールしてください。

1 コンピューターで実行している、他のすべての作業を終了します。

2 [ スタート ] - [ 設定 ] - [ アプリ ] - [ アプリと機能 ]を選択します。
10ページ「OSによる違い」を参照してください。

3 [EPSON TM-P20II Utility] を選択し、[ アンインストール ] をクリックします。

4 画面の指示に従ってアンインストールします。

Q 参考
管理者権限でインストールしてください。
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OSによる違い
本書では OS の操作手順をWindows 10 を使って説明しています。Windows 10 以外の操作手順は以下を
参照してください。

項目 説明

本ユーティリティー
の起動

Windows 11/ Windows 10
[ スタート ] - [EPSON TM-P20II] - [EPSON TM-P20II Utility]
Windows 8.1/ Windows 8
[ スタート ] - [ すべてのアプリ ] - [TM-P20II Utility]
Windows 7 
[ スタート - [ すべてのプログラム ] - [EPSON] - [TM-P20II Software] - [TM-P20II
Utility]

アンインストール Windows 11
[ スタート ] - [ 設定 ] - [ アプリ ] -  ([ インストールされているアプリ ] または [ アプリ
と機能 ])
Windows 10
[ スタート ] - [ 設定 ] - [ アプリ ] ( または [ システム ]) - [ アプリと機能 ]
Windows 8.1/Windows 8
[ デスクトップ ] - サイドバー [ 設定 ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムのアンイ
ンストール ]
Windows 7 
[ スタート ] - [ コントロールパネル ] - [ プログラムのアンインストール ]
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使い方
本章では、本ユーティリティーの使い方について説明しています。

ユーティリティーの起動
Wi-Fi モデルは、ケーブルを接続しないで無線 (SimpleAP) 接続で、Wi-Fi 設定などのプリンターの設定変更
ができます。詳細は 17ページ「Wi-Fi Direct(SimpleAP) で接続する」を参照してください。
以下の手順で、ユーティリティーを起動します。

1 プリンターをコンピューターまたはネットワークに接続し、オンラインになっていること
を確認してください。

2 [ スタート ] - [EPSON] - [TM-P20II Software] - [TM-P20II Utility] を選択します。
10ページ「OSによる違い」を参照してください。

3 以下の画面が表示されます。設定・確認するプリンターを選択し、[OK]をクリックします。
プリンターが表示されない場合は、13 ページ「通信ポートを追加してユーティリティーを起動する」
を参照してください。

c 重要
設定の保存中は、プリンターの電源を切ったり、接続を切断したりしないでください。

Q 参考
• 表示する言語を選択したい場合、[言語の選択 ]をクリックします。
• ポートを選択し、[ポートの削除 ]をクリックすると、 選択した通信ポートが削除されます。
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4 本ユーティリティーが起動します。"現在の設定 "画面に取得した値が表示されます。
初めて接続したプリンターの場合、プリンターと通信できないときには本ユーティリティーが起動しま
せん。この場合、プリンターがオンラインになっていること、手順３で選択したインターフェイスでコ
ンピューターと接続されていることを確認してください。

Q 参考
• 表示された " プリンター情報 " 画面には、プリンターと通信して取得した値が表示されます。
• USB で複数のプリンターを接続している場合、接続したプリンターを識別するには、動作
テストまたは、プリンター側面のシリアルナンバー と " プリンター情報 " 画面の（プリン
ターの）シリアル番号を確認してください。
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通信ポートを追加してユーティリティーを起動する

プリンターがリストに表示されない場合は、以下の手順で通信ポートを追加して、ユーティリティーを起動し
ます。

1 リストにプリンターが表示されていないことを確認して、[ポートの追加]をクリックしま
す。

2 " ポートの追加 "画面が表示されます。追加するポートの設定をします。設定後、[OK] を
クリックします。

Q 参考

• ポートが通信できない場合、エラーメッセージが表示されます。その場合、ポートは追加で
きません。プリンターの接続状態、またはドライバーのポート設定を確認してください。

• [ 通信テスト ]はテスト印刷ではなく、通信結果を画面に表示します。
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インターフェイスごとに設定項目が異なります。下記の表を参考にして必要な項目を設定してください。
• Bluetooth®

• USB

• イーサーネット

項目 説明

ポート 使用するコンピューターの仮想シリアルポートを選択します。

Bluetooth ® Connector EPSON TM Bluetooth ® Connector を起動します。
EPSON TM Bluetooth ® Connector からプリンターのペアリングをしてくだ
さい。

検索 通信可能な仮想シリアルポートを検索します。

通信テスト 通信テストをします。

項目 説明

ポート 使用するUSBポートを選択します。

検索 通信可能なUSBポートを検索します。

通信テスト 通信テストをします。

Q 参考
USB 接続の場合、プリンタークラスとベンダークラスのプリンターが混在する環境では、プ
リンターを追加できないことがあります。この場合は、すでにコンピューターに接続されてい
るプリンターの電源を切ってから、本ユーティリティーを起動してください。

項目 説明

IP アドレス ネットワーク上のTMプリンターを検索し、最初に見つかったプリンターの IP
アドレスを表示します。初期値は、リストの先頭の IP アドレスです。
ネットワーク上にTMプリンターが見つからない場合、デフォルト値として
「192.168.192.168」を表示します。

IPアドレスリスト 検索されたTMプリンターの IP アドレスを、リスト表示します。
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IP アドレスの変更 「IPアドレス」に表示されているTMプリンターの IP アドレスを変更します。
初期設定のTMプリンターの IP アドレスを変更できます。

Wi-Fi Direct(SimpleAP) で
接続

Wi-Fi Direct(SimpleAP) 機能を利用して、TMプリンターを登録します。詳細
は、17ページ「Wi-Fi Direct(SimpleAP) で接続する」を参照してください。

検索 PCで有効になっているすべてのNIC に対して、ENPCのUDPブロードキャ
ストでTMプリンターを検索します。検索結果は IP アドレスリストに表示しま
す。ネットワーク上にあるTM-P20II を検索し、IPアドレスを一覧表示します。

通信テスト 通信テストをします。

Q 参考
[ 検索 ] をクリックしても、IP アドレスを設定済みのプリンターが表示されない場合、プリン
ターの IP アドレスを [IP アドレス ] に直接入力してください。

項目 説明

項目 説明

IP アドレス IPアドレスを入力します。

サブネットマスク サブネットマスクを入力します。

デフォルトゲート
ウェイ

デフォルトゲートウェイを入力します。

設定場所 設定場所を入力します。

管理者名 管理者名を入力します。

自動 IPアドレスを自動で設定します。

OK TMプリンターに IPアドレスを設定して、画面を閉じま
す。

キャンセル 設定を破棄して、画面を閉じます。
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3 以下の画面に戻ります。追加したポートを選択し、[OK] をクリックします。

4 本ユーティリティーが起動します。
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Wi-Fi Direct(SimpleAP) で接続する

Wi-Fi 機能を搭載してる TMプリンターは、ケーブルを接続しなくても無線 (Wi-Fi Direct(SimpleAP)) 接続
で、プリンターの設定を変更できます。
以下のフローで設定します。

1. TMプリンターをWi-Fi Direct (Simple AP) モードに設定します。(18ページ )

2. 本ユーティリティーから、Wi-Fi Direct (Simple AP) モードで接続します。(19
ページ )
PCもWi-Fi Direct (Simple AP) モードになり、既存のWi-Fi は切断されます。

3. Wi-Fi 設定などTMプリンターの設定を変更します。
TMプリンターの設定を変更すると、TMプリンターのWi-Fi 設定が有効になり、Wi-Fi Direct (Simple AP)
モードは切断されます。PCも既存のWi-Fi に戻ります。プリンターの設定が変わるため、本ユーティリティー
との接続も切断されます。

4. 本ユーティリティーから再接続する場合、ユーティリティーを再起動して、通信
ポートを追加してください。(13ページ )
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TMプリンターをWi-Fi Direct (Simple AP) モードに設定する
TMプリンターがWi-Fi Direct (Simple AP) モードになると、以下のシートが印刷されます。

以下の手順で設定します。

1 TMプリンターに用紙がセットされていることを確認します。

2 TMプリンターの電源を入れます。
TM プリンターがWi-Fi Direct (Simple AP) モードになると、上記のシートが印刷されます。これで
設定は終了です。
上記のシートが印刷されない場合、手動でWi-Fi Direct (Simple AP) モードに設定します。手順3に
進んでください。

3 ロール紙カバーを開けます。

4 紙送りボタンを、ブザーが鳴るまで押します。

5 ロール紙カバーを閉じます。
Action Selection シートが印刷されます。

6 Simple APを選択します。
項目を紙送りボタンの短押し（1秒未満）の回数で選択し、長押し（1秒以上）で確定します。
TMプリンターがWi-Fi Direct (Simple AP) モードになり、QRコードとSSIDが印刷されます。

c 重要
印刷されるまでTMプリンターの電源は切らないでください。
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本ユーティリティーから、Wi-Fi Direct (Simple AP) モードで接続する
以下の手順で接続します。

1 [スタート] - [すべてのプログラム] - [EPSON] - [TM-P20II Software] - [TM-P20II
Utility] を選択します。

2 以下の画面が表示されます。[ポートの追加 ]をクリックします。

3 " ポートの追加 " 画面が表示されます。[ネットワーク ]を選択します。

4 以下の画面が表示されます。[Wi-Fi Direct (Simple AP) で接続 ] をクリックします。
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5 "SimpleAPで接続 " 画面が表示されます。[検索 ] をクリックします。
接続できるTMプリンターを表示します。
TM プリンターが表示されない場合は、TM プリンターが Wi-Fi Direct (Simple AP) モードになって
いません。18ページ「TMプリンターをWi-Fi Direct (Simple AP) モードに設定する」を参照して、
TMプリンターをWi-Fi Direct (Simple AP) モードにしてください。

6 接続するTMプリンターのSSID を選択して、[OK] をクリックします。

7 以下の画面が表示されます。内容を確認して [はい ]をクリックします。
PC の Wi-Fi が Wi-Fi Direct (Simple AP) モードに切り替わり、既存のWi-Fi は切断されて通信でき
なくなります。本ユーティリティーを終了すると、Wi-Fi Direct (Simple AP) モードの接続が切断さ
れて既存のWi-Fi が有効 (PCの設定により異なります。)になります。
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8 " ポートの追加 "画面に戻ります。Wi-Fi Direct (Simple AP) モードで接続され、IPアド
レスにはTMプリンターの IP アドレスが表示されます。
表示されない場合は、[検索 ]をクリックして、対象のプリンターの IPアドレスを選択
してください。
IPアドレスが指定できたら、[OK] をクリックします。

9 最初の画面に戻りますが、リストにTMプリンターが表示されます。TMプリンターを選
択して [OK] をクリックすると、Wi-Fi Direct (Simple AP) モードで TMプリンター
と接続します。

Q 参考
本ユーティリティーを終了すると、Wi-Fi Direct (Simple AP) モードは切れます。



22

第2章 使い方

2

プリンターへの設定
プリンターへの設定は、本ユーティリティーの各項目を設定した後に、[設定 ] をクリックします。

Q 参考
プリンターへの設定は、設定後にプリンターを再起動するために約1分かかります。あらかじ
め各項目を設定してから、プリンターへの設定をすることをお勧めします。
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2

プリンターステータス
プリンターからリアルタイムで取得した情報を表示します。

項目 説明

プリンター名 プリンターから取得した機種名を表示します。

ポート プリンターと接続しているコンピューターのポートを表示します。
Bluetooth：COMポート番号が表示されます。
Wi-Fi、イーサーネット：IPアドレスが表示されます。

ステータス プリンターの状態を、リアルタイムで取得して表示します。
• 高電圧エラー
• 低電圧エラー
• 復帰不可能エラー
• 復帰可能エラー
• ヘッド高温エラー
• 自動復帰エラー
• カバーオープン
• 用紙なし
• 紙送り中
• オフライン
• オンライン

バッテリーステータス バッテリーの状態を、リアルタイムで取得して表示します。
24ページ「バッテリーステータス」 を参照してください。
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バッテリーステータス
バッテリーステータスは、バッテリー残量とバッテリー残量少時の動作モード ( モード１、モード２ ) の組み
合わせによって、表示するステータスが変わります。

バッテリーステータス
バッテリー残量少時の動作モード

モード1 モード2

ACアダプター接続状態

バッテリー残量 : 約 60～ 100%

バッテリー残量 : 約 20～ 60% バッテリー残量 : 約 40～ 60%

バッテリー残量 : 約 10～ 20% バッテリー残量 : 約 20～ 40%

バッテリー残量 : 約 10%未満 バッテリー残量 : 約 10～ 20%

バッテリー残量 : 約 0% バッテリー残量 : 約 10%未満

バッテリーステータス取得失敗 (オフライン )、または情報取得前の状態
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プリンター情報
プリンターから取得した情報を表示します。
[プリンター情報 ] で表示します。

項目 説明

プリンター名 プリンター名が表示されます。

搭載フォント プリンターに搭載されているフォントが表示されます。

シリアル番号 プリンターのシリアルナンバーが表示されます。

ファームウェアバージョン プリンターのファームウェアバージョンが表示されます。

メンテナンスカウンター メンテナンスカウンターの値の表示と、カウンターのリセットができます。
26ページ「メンテナンスカウンター」 を参照してください。
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メンテナンスカウンター
メンテナンスカウンターの値の表示と、リセット可能な値をリセットできます。

項目 説明

紙送り量 [km] リセット可能 プリンターの紙送り量を表示します。
[リセット ]を押すと、値が0.000に戻ります。

積算 プリンターの紙送り量 ( 積算値 ) を表示します。
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ロゴの登録
プリンターに登録するロゴデータの設定をします。
[メイン ]-[ 基本設定 ]-[ ロゴの登録 ]で表示します。

[ロゴの登録 ]には、以下の機能があります。

Q 参考
プリンターに登録されているロゴは、以下のことはできません。
• ロゴデータの再編集
• プリンターへの再登録
• ファイル保存

項目 説明

開始キーコード指定モード プリンターに登録されているロゴと、プリンターに追加するロゴを表示し
ます。

キーコード プリンターに登録済みのロゴ :
ロゴデータのキーコードの左側に が表示されます。

追加するロゴ :
設定するキーコードのみ表示されます。

画像ファイル プリンターに登録済みのロゴ :
( 登録済 ) が表示されます。

追加するロゴ :
画像ファイル名が表示されます。

サイズ [バイト ] プリンターに登録済みのロゴ :
表示されません。

追加するロゴ :
画像ファイルのサイズが表示されます。

追加 画像ファイルを追加します。

編集 画像ファイルのハーフトーンや明るさを編集します。

削除 ロゴを削除します。
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テスト印刷 プリンターに登録済のロゴを印刷します。
ロゴに [倍率 ]、[ 配置 ] を設定すると、設定した結果の大きさと位置で印
刷します。

モード変更 ロゴの登録モードを変更します。[ モード変更 ]をクリックすると、" ロゴ
登録モードの選択 " 画面が表示されます。

開始キーコード指定モード ロゴ管理用の識別コードを指定します。

登録するロゴにキー
コードを自動的に設定
する。

チェックすると、登録するロゴにキーコードを自動的に設定します。
チェックを外すと、ロゴを追加または編集するときにキーコードを設定し
ます。

Advanced Printer Driverコン
トロールフォント設定モード

Windows プリンタードライバー (Advanced Printer Driver Ver.6) の
場合、キーコードの代わりに、control フォント (h ～ I) で管理します。

プレビュー プリンターに登録する前の、ロゴのイメージが表示されます。登録済みの
ロゴのイメージは表示されません。

倍率 キーコードリストで選択したロゴの倍率を設定します。設定した結果は、
[ テスト印刷 ] またはプレビューで確認できます。実際に使用する場合に
は、ドライバーやESC/POSコマンドから倍率を指定してください。

配置 キーコードリストで選択したロゴの印刷位置を設定します。設定した結果
は、[ テスト印刷 ] またはプレビューで確認できます。実際に使用する場
合には、ドライバーやESC/POSコマンドから配置を指定してください。

ロゴインジケーター インジケーター：プリンターのロゴ登録可能メモリーサイズ
追加ロゴサイズ：リストに表示されているロゴのサイズ
使用量：登録済みロゴのサイズ

ファイルに保存 画像ファイルを、ロゴ登録ファイル (TLGファイル )または、ビットマッ
プファイルで保存します。

プリンターに登録 画像データを、プリンターに登録します。

項目 説明
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ロゴの登録

複数のロゴを登録する場合、まとめて一度にプリンターに登録することをお勧めします。
以下の手順でロゴを登録します。

1 [ 追加 ] をクリックします。

2 プリンターに登録する画像ファイルを指定し、[開く ]をクリックします。
指定可能なファイルサイズは、幅2047 x 高831ピクセル (ドット )以下のbmp, jpeg, gif, pngファ
イルです。ロゴの幅が用紙幅を超える場合は警告メッセージを表示します。[OK] をクリックし、手順
4の " ロゴ編集 " 画面で縮小してください。
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3 [ ロゴ編集 ] 画面が表示されます。画面上部のプレビューを参照して、ロゴ用のイメージ
データを編集します。編集が終了したら、[OK] をクリックします。

設定項目は以下のとおりです。

4 ロゴ登録モードが [ 開始キーコード指定モード ] で、[ 登録するロゴにキーコードを自動
的に設定する ] にチェックされていない場合、" キーコードの設定 " 画面が表示されま
す。キーコードを設定し、[OK] をクリックします。
[ 開始キーコード指定モード ] 以外のロゴ登録モードや、[ 登録するロゴにキーコードを自動的に設定す
る ] がチェックされている場合、" キーコードの設定 " 画面は表示されません。

項目 説明

イメージ幅 リサイズ後の画像サイズを設定します。（設定値はmmです。）

サイズ変更 サイズの変更の有 /無を設定します。
チェックしない場合、画像のサイズで印刷されます。画像が大きい場合、
用紙幅を超える部分は印刷されません。

ハーフトーン ハーフトーンの種類を [ディザ ]/[ 誤差拡散 ]/[ なし ] から選択します

明るさ 明るさを設定します。5段階から選択します。

濃度 印刷の濃度を設定します。14段階から選択します。
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5 リストにロゴデータが追加されます。複数のロゴデータを登録する場合、手順1～5を繰
り返します。

6 プリンターに登録するロゴデータをすべて追加後、画面右のインジケーターでプリン
ターに登録可能なサイズか確認し、[ プリンターに登録 ] をクリックします。

7 ロゴデータがプリンターに登録されます。また、ロゴデータはロゴ登録ファイル（TLG
ファイル）にも保存されます。
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ロゴ登録ファイルについて
ロゴ登録ファイル (TLG ファイル ) は、ロゴをプリンターに登録したときに、上書き保存されます。このファ
イルには、最後にプリンターに登録したロゴのデータしか保存されません。そのため、複数のロゴデータをロ
ゴ登録ファイルに保存したい場合、すべてのロゴデータを一度でプリンターに登録してください。
すでにプリンターに登録済みのデータを保存するには、以下の手順を実施してください。

1 プリンターに登録済みのロゴをすべて削除します。
27ページ「ロゴの登録」 を参照してください。

2 プリンターに登録するロゴデータをすべて用意します。

3 本ユーティリティーにすべてのロゴを追加し、プリンターに一度で登録します。
この手順により、すべてのロゴデータを含むロゴ登録ファイル（TLG ファイル）が作成
されます。
29ページ「ロゴの登録」 を参照してください。
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用紙節約
用紙節約の設定をします。

以下の手順で設定します。

1 [ メイン ] - [ 基本設定 ] - [ 用紙節約 ]をクリックします。

2 画面の右側に表示されるプレビューを参照して、用紙節約の設定をします。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考

ロゴ、クーポン等のイメージ印刷やページモード印刷の場合、用紙節約を設定しても用紙を節
約できないことがあります。 印刷方法ごとの節約できない条件は以下のとおりです。
• Advanced Printer Driver Ver.6：

回転印刷、バーコードの回転など。*
• UPOS (OPOS ADK, OPOS ADK for .NET)：

ページモード印刷、回転印刷、ビットマップ /バーコード /文字を
横にならべて印刷するなど。

• ESC/POSコマンド： ロゴやクーポン等のイメージ印刷、ページモード印刷、回転印刷な
ど。

*プリンタードライバーには、印刷データの上下の余白を用紙節約する機能があります。
詳細はプリンタードライバーのマニュアルを参照してください。
お客様の使用環境で印字結果をご確認の上でお使いください。

Q 参考
Advanced Printer Driver Ver.6 がWindows のフォントで印刷する場合、[上余白の削減 ]
と [ 下余白の削減 ]以外の設定は無効になります。

項目 機能

上余白の削減 上余白の削減の有無を選択します。[削減する ]にすると、印刷開始か
ら最初の印刷データまでの余白を削減します。

下余白の削減 下余白の削減の有無を選択します。[削減する ]にすると、最終印字行
からオートカットまでの余白を削減します。
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23 他の項目を設定する場合は、[設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

行間の削減率 印刷行の、紙送りの縮小率を選択します。最小の紙送り量は2ドット
です。

改行の削減率 空白行の紙送り量の縮小率を選択します。上余白節約で削除された行
は対象外です。改行のみで紙送りしてマニュアルカットする場合、こ
の設定で紙送り量が少なくなり、最終印刷行がカット位置まで紙送り
されないことがあります。

バーコード高さの削減率 バーコードエレメントの高さの縮小率を選択します。バーコードの高
さが30ドット以下には縮小しません。
この設定により、バーコードサイズの規格を満たさなくなることがあ
ります。

文字高さの削減量 文字高さの削減量を選択します。
文字内の余白と文字の高さを縮小できます

項目 機能
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印刷制御
印刷制御の設定をします。
以下の手順で設定します。

1 [ メイン ] - [ 基本設定 ] - [ 印刷制御 ]をクリックします。

2 印刷制御の設定をします。

設定項目は以下のとおりです。

項目 機能

印字速度 プリンターの印刷速度を選択します。

印字濃度 印字濃度を選択します。

オフライン中コマンド実行 プリンターがオフライン中にコマンドを実行するかどうかを選択しま
す。

グラフィックデータ拡大縮小の
リサイズ方法

グラフィックデータ拡大縮小のリサイズ方法を選択します。
[リサイズなし ]、[ 自動調整 ]、[ 手動調整 ]から選択できます。

アルゴリズム [ グラフィックデータ拡大縮小のリサイズ方法 ] が [ 自動調整 ] または、
[手動調整 ]の場合、選択できます。
[間引き法 ]、[ ニアレストレイバー法 ]、[ バイリニア法 ]、[ バイキュー
ビック法 ]から選択できます。

手動調整時の倍率指定 [ グラフィックデータ拡大縮小のリサイズ方法 ] が [ 手動調整 ] の場合、
選択できます。

まとめ印刷（180度回転） レシート毎に180度回転して印刷するかどうかを選択します。
前方排紙で設置されたプリンターから見やすい向きで印刷される機能
です。

復帰可能エラー解除方法 復帰可能エラー解除方法を選択します。

ハンドシェイクの動作
(BUSYとなる条件 )

通信時にBUSY を返す条件を選択します。
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3 他の項目を設定する場合は、[設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

自動改行 自動改行の設定を選択します。

USB省電力機能の設定 USB省電力機能の設定を選択します。

ロール紙エンド /ニアエンド検
出器

ロール紙エンド /ニアエンド時にPE( ロール紙エンド ) 信号を発信す
るかどうかを選択します。

エラー信号の設定 エラー信号の設定を選択します。

オートパワーオフ時間 オートパワーオフ時間を選択します。

バッテリー充電モード バッテリー充電モードを選択します。
モード1: バッテリー残量が100％まで充電します。
モード2: バッテリー残量が約80％まで充電します。
本製品をACアダプターに接続しながら使用する場合、モード２を推奨
します。

バッテリー残量少時の動作モー
ド

バッテリー残量少時の動作モードを選択します。
モード1: バッテリー残量が0％になるまで印刷可能です。
モード2: バッテリー残量が10％になるまで印刷可能です。

デスクトップモード デスクトップモードの設定を選択します。
デスクトップモードを「有効」にすると印刷速度が速くなることがあり
ます。
プリンターをUSB充電アダプターやコンピューターに常時接続して使
用する場合は「有効」にすることをお勧めします。

電源 ON/OFF 通知およびバッ
テリー状態通知

電源 ON/OFF 通知およびバッテリー状態通知の有効 / 無効を設定しま
す。

特定状態直後の用紙位置 特定状態 ( カバークローズ / リセット / 電源 ON) 直後の用紙位置の設
定の有効 /無効を指定します。

特定状態直後の用紙位置の選択 特定状態直後の用紙位置を設定します。
[頭出し位置とする ]、[ カット位置とする ]から選択できます。

Q 参考
プリンタードライバーと設定が重なる場合、以下はプリンタードライバーの設定が優先されま
す。
• 印字濃度
• 印字速度 

項目 機能
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デバイスフォント
デバイスフォントや国際文字セットの設定をします。

以下の手順で設定します。

1 [ メイン ] - [ 詳細設定 ] - [ デバイスフォント ]をクリックします。

2 フォントの設定をします。

設定項目は以下のとおりです。

3 他の項目を設定する場合は、[設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

Q 参考
印刷時には、ドライバー側の設定が優先されます。

項目 機能

コードページ デバイスフォントのコードページを選択します

国際文字セット 国際文字セットを選択します。

テスト印刷 設定されたデバイスフォントのフォントパターンが印刷されます。
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ブザー
内蔵ブザーの設定をします。
以下の手順で設定します。

1 [ メイン ] - [ 詳細設定 ] - [ ブザー ]をクリックします。

2 内蔵ブザーの設定をします。

設定項目は以下のとおりです。

3 他の項目を設定する場合は、[設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

項目 説明

エラー発生時 エラー発生時のブザーの設定をします。
[ 鳴らさない ]/[ 一回 ] から選択します。

紙なし時 紙なし時のブザーの設定をします。
[ 鳴らさない ]/[ 一回 ] から選択します。

バッテリー残量減少時 バッテリー残量が減少した時のブザーの設定をします。
[ 鳴らさない ]/[ 一回 ] から選択します。
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インターフェイス
プリンターのインターフェイスの設定をします。このユーティリティーでは、コンピューター側のポート設定
はしません。
そのため、プリンターの設定をすると、プリンターと通信できなくなることがあります。
その場合、プリンタードライバーなどコンピューター側の設定をプリンターの設定に合わせてください。
以下の手順で設定します。

1 [ メイン ] - [ 詳細設定 ] - [ インターフェイス ]をクリックします。プリンターのインター
フェイスを自動識別して、インターフェイスの設定画面が表示されます。

2 識別されたインターフェイスが表示されます。通信設定をします。

*1 Bluetooth モデルのみ表示されます。
*2 Wi-Fi モデルのみ表示されます。

3 [ プリンターへ設定 ]をクリックします。設定がプリンターに反映されます。

4 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

インターフェイス 説明 ページ

Bluetooth*1 Bluetooth 通信の設定および複数インターフェイスによる印
刷のインターフェイスの設定を行います。

40ページ

USB USB通信の設定および複数インターフェイスによる印刷のイ
ンターフェイスの設定を行います。

42ページ

イーサーネット*2 複数インターフェイスによる印刷のインターフェイスの設定
を行います。

44ページ
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Bluetooth

Bluetooth通信の設定および複数インターフェイスによる印刷のインターフェイスの設定を行います。

Q 参考
Bluetooth モデルのみ表示されます。

項目 説明

情報 BDアドレス 本製品のBDアドレスが表示されます。

設定 デバイス名 デバイス名を設定します。[ 編集 ] をクリックすると、編集画面が表示されま
す。初期値は、プリンターから取得したデバイス名が表示されます。

セキュリティー * プリンターを検索する際のセキュリティーレベルを設定します。
[低 (Bluetooth Classic/Bluetooth Low Energy)]、[ 中 (Bluetooth 
Classic/Bluetooth Low Energy)]、[ 高 (Bluetooth Classic/Bluetooth 
Low Energy)]、[LE Secure Connections] から選択できます。
[低 (Bluetooth Classic/Bluetooth Low Energy)]/[ 中 (Bluetooth 
Classic/Bluetooth Low Energy)] から [ 高 (Classic/Bluetooth Low 
Energy)] に変更したり、[高 (Bluetooth Classic/Bluetooth Low 
Energy)] から [ 低 (Bluetooth Classic/Bluetooth Low Energy)]/[ 中
(Bluetooth Classic/Bluetooth Low Energy)] へ変更したりすると、ペア
リングが解除されて通信できなくなります。OS側でペアリングをやり直して
ください。

iOS デバイスの自動
再接続

プリンターと iOSデバイスの通信が切断された場合に、自動で再接続処理を行
うかどうかを設定します。プリンターをWindows環境で使用する場合、設定
不要です。

省電力モード時の通
信間隔

省電力モード時の通信間隔を設定します。初期値は [通常 ] です。
[短い ]に設定すると、印刷開始までの時間やプリンターに接続したカスタマー
ディスプレイに表示されるまでの時間を短縮できます。
ただし、通信頻度が増えるため、プリンターおよびホストの消費電力は大きく
なります。また、ホストによっては本設定が有効とならず、ホストが指定した
通信間隔となる場合があります。
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* LE Secure Connections に対応していないプリンターの選択肢：[低 ]、[ 中 ]、[ 高 ]

主接続インターフェイスの選択 複数インターフェイスによる印刷をする場合の、主接続のインターフェイスを
選択します。

インターフェイスの切り替え待
ち時間

複数インターフェイスによる印刷の後に、インターフェイスの切り替えが可能
になるまでの時間を設定します。

項目 説明



42

第2章 使い方

2

USB
USB通信の設定および複数インターフェイスによる印刷のインターフェイスの設定を行います。

項目 説明

情報 USBデバイス USBデバイスの名前が表示されます。

USBデバイスの
バージョン

USBデバイスのバージョンが表示されます。

USBの ID USBデバイスの IDが表示されます。

USBの情報 USBデバイスの詳細情報が表示されます。

設定
 - Printer Class

Printer Class プリンターをプリンタークラスに設定します。
ベンダークラスからプリンタークラスに変更すると、新しいキュー
が生成されます。このキューからはStatus API を使用できないた
め、削除して構いません。

Vender Class プリンターをベンダークラスに設定します。

主接続インターフェイスの選択 複数インターフェイスによる印刷をする場合の、主接続のインター
フェイスを選択します。

インターフェイスの切り替え待ち時間 複数インターフェイスによる印刷の後に、インターフェイスの切り
替えが可能になるまでの時間を設定します。
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Status API を使用できるキューの見分け方
キューの [プリンターのプロパティ ]-[ ポート ] から、" ポート " と " 説明 " を確認してください。 
• プリンタークラス
ポート : USBxxx
説明 : USBの仮想プリンターポート

• ベンダークラス
ポート : ESDPRTxxx
説明 : USB

プリンタークラス ベンダークラス
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イーサーネット

複数インターフェイスによる印刷の、インターフェイスの設定を行います。
ネットワークの設定は、本ユーティリティーの [ネットワーク ]から設定します。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

情報 イーサーネット I/F イーサーネットインターフェイスの種類が表示されます。

MACアドレス イーサーネットインターフェイスのMACアドレスが表示されます。

ハードウェアバージョン イーサーネットインターフェイスのハードウェアバージョンが表示
されます。

ソフトウェアバージョン イーサーネットインターフェイスのソフトウェアバージョンが表示
されます。

主接続インターフェイスの選択 複数インターフェイスによる印刷をする場合の、主接続のインター
フェイスを選択します。
イーサーネットモデルでは、イーサーネットおよび USB インター
フェイスを使用できます。主接続インターフェイスに設定すると、受
信データ処理の優先順位が高くなり、印刷開始までの時間が短くな
ります。
複数インターフェイスを使用する場合は、受信バッファー容量を
4KB（初期設定値）に設定してください。（35ページ「印刷制御」参照）

インターフェイスの切り替え待ち時間 複数インターフェイスによる印刷後に、インターフェイスの切り替
えが可能になるまでの時間を設定します。
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IPアドレス
IP アドレスを設定します。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 基本設定 ] - [IP アドレス ]をクリックします。

2 IP アドレスを設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

c 重要

• プリンターをネットワークに接続する前に、[時刻設定 ]で、プリンターの時刻を設定してく
ださい。詳細は、58ページ「時刻設定」を参照してください。

• イーサーネット接続しているプリンターのIPアドレスの設定を変更すると、プリンターと通
信できなくなります。この場合は、USB で接続するか、本ユーティリティーを再起動して
通信ポートの選択からやり直してください。詳細は、13 ページ「通信ポートを追加して
ユーティリティーを起動する」を参照してください。

項目 説明

自動 IPアドレスを自動で設定します。
本製品の電源を入れてから一定時間経過しても設定されない場合は、以
下の IPアドレスが一時的に設定されます。
192.168.192.168

プライベート IP 自動指定
(APIPA) による設定

APIPAの有効 /無効を指定します。

確定した IPアドレスを印刷
する

確定した IPアドレスの印刷の有効 /無効を指定します。
有効にすると、本製品に IPアドレスが設定されたときに、IPアドレス、
SubnetMask、Gateway およびDHCPのステータスを印刷します。
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3 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

手動 IPアドレス/サブネットマスク/デフォルトゲートウェイを手動で設定
します。

IPアドレス IPアドレスを入力します。

サブネットマスク サブネットマスクを入力します。

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを入力します。

項目 説明
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DNS
DNSを設定します。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 基本設定 ] - [DNS] をクリックします。

2 DNSを設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

DNS
サーバー

自動 DNSサーバーを自動で設定します。

手動 DNSサーバーを手動で設定します。

DNSサーバー1 DNSサーバー1の IP アドレスを入力します。

DNSサーバー2 DNSサーバー2の IP アドレスを入力します。

DNSホス
ト名の設定

自動 ホスト名を自動で設定します。

手動 ホスト名を手動で設定します。

DNSホスト名 ホスト名を入力します。

DNSドメ
イン名の設
定

自動 ドメイン名を自動で設定します。

手動 ドメイン名を手動で設定します。

DNSドメイン名 ドメイン名を入力します。

DDNSを有効にする Dynamic DNSを有効にするか指定します。
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3 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。
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Wi-Fi
Wi-Fi を設定します。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 基本設定 ] - [Wi-Fi] をクリックします。

2 Wi-Fi を設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

通信モード 無線 LANの通信モードを設定します。

SSID SSID を指定します。
 ボタンを押すと、有効なSSID を取得できます。

通信規格 アクセスポイントの2.4 GHzのSSIDと5 GHzのSSIDが同
一の場合に、 使用する周波数の通信規格を選択できます。
• 自動：アクセスポイントが通信規格を決定します。
• IEEE 802.11b/g/n：2.4 GHz
• IEEE 802.11a/n/ac： 5 GHz
2.4 GHzの SSIDと 5 GHz の SSIDが異なる場合は、「SSID」
を指定するだけで本項目は設定不要です。
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3 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

セキュリティータイプ 暗号化の方式を選択します。選択した暗号化方式によって、暗
号化キーを入力してください。

自動 プリンターが接続先のセキュリティータイプを取得し、自動で
設定します。接続先がWPA2/WPA3-Enterprise の場合は、
IEEE802.1X で設定が必要です。
63ページ「IEEE802.1X」を参照してください。

PSK
( 事前共有キー )

PSK( 事前共有キー )を入力します。

なし 暗号化キーを設定しません。

WPA/
WPA2-PSK

PSK
( 事前共有キー )

PSK( 事前共有キー )を入力します。

WPA2/WPA3-Enterprise IEEE802.1Xで設定してください。
63ページ「IEEE802.1X」を参照してください。

WPA3-
SAE(AES)

PSK
( 事前共有キー )

PSK( 事前共有キー )を入力します。

省電力 省電力機能の有効 /無効を設定します。

ローミング処理を有効にする 低、中、高から選択してください。

アクセスポイント密度

項目 説明
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Wi-Fi Direct
Wi-Fi Direct は、無線 LANルーターが無くても、プリンターに印刷できる通信方式です。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 基本設定 ] - [Wi-Fi Direct] をクリックします。

2 Wi-Fi Direct を設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

Wi-Fi Direct のステータス プリンターから取得した情報を表示します。
(MACアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェ
イ、デバイス名、接続方法、接続機器数、チャンネル、セキュ
リティ設定 )

Wi-Fi Direct を有効にする Wi-Fi Direct の有効 /無効を設定します。

IPアドレス 自動 IPアドレスを自動で設定します。

手動 IPアドレスを手動で設定します。
IPアドレスを入力します。

SSID Wi-Fi Direct で使用するSSID を入力します。
"DIRECT-TM-" までは固定値です。設定時は、"DIRECT-TM-" 
+ 入力値をSSIDとして設定します。

パスワード Wi-Fi Direct で使用するパスワードを入力します。
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3 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してくださ
い。プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンター
に反映されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

Q 参考

無線 LANと同じセグメントの IPアドレスを使用できません。
ルーター経由で通信できない場合は、Wi-Fi Direct IP アドレスを変更してみてください。
Wi-Fi Direct IPアドレスとプリンターの IPアドレスが別のセグメントにあることを確認して
ください。
プリンターの IP アドレスと Wi-Fi Direct IP アドレスが同じセグメントにあることをプリン
ターが検出すると、別のWi-Fi DirectIP アドレスが自動的に割り当てられます。
Wi-Fi Direct の IP アドレスの4番目は1を指定してください。
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ePOS-Print
ePOS-Print の設定をします。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 基本設定 ] - [ePOS-Print] をクリックします。

2 ePOS-Print の設定をします。

設定項目は以下のとおりです。

3 [ 設定 ] をクリックします。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

ePOS-Print を有効にする ePOS-Print の有効 /無効を設定します。

デバイス ID プリンターのデバイス IDを入力します。
デバイス ID には半角英数字・アンダースコア・ピリオド・ハイフンが
使用できます。
1文字以上30文字以下で入力します。
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SNMP
SNMPの設定をします。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 詳細設定 ] - [SNMP] をクリックします。

2 SNMPを設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

SNMP 
v1/v2

SNMPv1を有効に
する

通信環境がSNMPv1の場合に、有効にします。

SNMPv2を有効に
する

通信環境がSNMPv2の場合に、有効にします。

アクセス権限 読み込み専用または読み書き可能を選択します。

コミュニティー名 コミュニティー名を設定します。

Read Only 読み出し専用のコミュニティー名を入力します。

Read/Write 読み書き可能なコミュニティー名を入力します。

Well-known コ
ミュニティー名

WellKnownコミュニティー名の有効 /無効を選択します。

IPトラップ1～4 IPトラップを設定します。
リストから IPトラップを選択し、[編集 ] を押すと、IPトラップ
編集画面を表示します。
詳細は、55ページ「IPトラップ」を参照してください。
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3 他の項目を設定する場合は、[設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。

プリンターへの設定をする場合は、[設定 ]をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

IP トラップ
IP トラップを設定します。

SNMP v3 SNMPv3を有効に
する

通信環境がSNMPv3の場合に、有効にします。

ユーザー名 デバイスのユーザー名を指定します。

認証設定 SNMPメッセージをハッシュ化する設定をします。

アルゴリズム 暗号化するアルゴリズムを指定します。
MDS、またはSHA-1 から選択します。

パスワード 暗号化のパスワードを設定します。

暗号化設定 通信の暗号・複合化設定をします。

アルゴリズム 暗号化するアルゴリズムを指定します。
DES、またはAES-128から選択します。

パスワード 暗号化のパスワードを設定します。

コンテキスト名 SNMPv3のコンテキスト名を指定します。

項目 説明

IP トラップ1～4を有効にする IPトラップ1～4の有効 /無効を指定します。

IP アドレス IPトラップの通知先の IP アドレスを入力します。

コミュニティー名 コミュニティー名を入力します。

ポート番号 IPトラップのポート番号を入力します。

OK 設定して、画面を閉じます。

キャンセル 設定を破棄して、画面を閉じます。

項目 説明
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タイムアウト
タイムアウトの設定をします。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 詳細設定 ] - [ タイムアウト ]をクリックします。

2 LPRポート /RAWポートのタイムアウトを設定します。

設定項目は以下のとおりです。

3 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

LPR LPRポートのタイムアウトの有効 /無効を指定します。

タイムアウト LPRポートのタイムアウトを指定します。

RAW(Port9100) RAWポートのタイムアウトの有効 /無効を指定します。

タイムアウト RAWポートのタイムアウトを指定します。

RAW(カスタムポート ) RAW( カスタムポート )のタイムアウトの有効 /無効を指定します。

タイムアウト RAW(カスタムポート )のタイムアウトを指定します。
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Bonjour
Bonjour の設定をします。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 詳細設定 ] - [Bonjour] をクリックします。

2 Bonjour の設定をします。

設定項目は以下のとおりです。

3 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

Bonjour を有効にする Bonjour の有効 /無効を指定します。

Bonjour 名 Bonjour 名が表示されます。

Bonjour プリンター名 Bonjour プリンター名を入力します。

ロケーション ロケーションが表示されます。

Wide-Area Bonjour Wide-Area Bonjour の有効 /無効を指定します。
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2

時刻設定
タイムサーバーの指定と時差の設定、または現在時刻と時差の設定をします。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 詳細設定 ] - [ 時刻設定 ]をクリックします。

2 タイムサーバーの登録と時差の設定、または現在時刻と時差を設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

c 重要
プリンターをネットワークに接続する前に、プリンターの時刻を設定してください。

項目 説明

タイムサーバー タイムサーバーの有効 /無効を指定します。

アドレス タイムサーバーのアドレスを入力します。

更新間隔 タイムサーバーアクセスの更新間隔を指定します。



59

第2章 使い方

2
3 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。

プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

現在時刻を変更する 現在時刻とUTC との時差を設定します。タイムサーバーを利用する
場合も、UTC との時差をここで設定します。

現在の日付と時間 プリンターに設定しようとしている、日付とローカル時刻を表示し
ます。

UTC YYYY-MM-DD 年月日を指定します。タイムサーバーが指定されている場合は、タ
イムサーバーからの日付が優先されて、本設定は反映されません。

hh:mm UTC 時間で時刻を指定します。タイムサーバーが指定されている場
合は、タイムサーバーからの時刻が優先されて、本設定は反映され
ません。

時差 UTC との時差を指定します。

項目 説明
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2

SSL/TLS
SSL/TLSで使用するSSLサーバー証明書を設定します。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ ネットワークセキュリティー ] - [SSL/TLS] をクリックします。

2 SSL/TLSで使用する証明書を設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

自己署名証明書 自己署名証明書の設定内容を表示します。

編集 自己署名証明書を編集する画面を表示します。
詳細は、61ページ「自己署名証明書」を参照してください。

CA署名証明書 CA署名証明書およびCA証明書がリスト形式で表示します。

インポート 証明書をインポートする画面を表示します。
詳細は、62ページ「CA署名証明書またはクライアント証明書」を参
照してください。

削除 選択した証明書を削除します。

使用するサーバー証明書 サーバー証明書を選択します。自己署名証明書またはCA署名証明書
から選択します。

暗号強度 暗号強度を選択します。

HTTPのHTTPSへのリダイ
レクト

HTTPのHTTPSへのリダイレクトをする場合にチェックします。
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2

3 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

自己署名証明書
プリンターが、デバイスなどに発行する証明書です。
以下を設定します。

TLS 1.0 TLS 1.0 の有効 /無効を指定します。

TLS 1.1 TLS 1.1 の有効 /無効を指定します。

項目 説明

自己署名証明書を更新する 自己署名証明書を更新する場合にチェックします。

公開鍵長 公開鍵長を指定します。

発行先 自己署名証明書を発行するプリンターを入力します。
例：ホスト名、IP アドレスなど

組織名 SEIKO EPSON CORP. ( 固定 )

有効期限開始日時 自己署名証明書の有効期限開始日時を指定します。

有効期間 有効期間自己署名証明書の有効期間を指定します。

OK 設定して、画面を閉じます。

キャンセル 設定を破棄して、画面を閉じます。

項目 説明
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2

CA署名証明書またはクライアント証明書
CA署名証明書またはCA証明書を設定します。
以下を設定します。

項目 説明

CA署名証明書 証明書 (PEM/DER) または秘密鍵付き証明書 (PKCS#12) を指定しま
す。

参照 CA署名証明書を選択します。

秘密鍵 CA署名証明書が証明書 (PEM/DER) の場合に、秘密鍵を選択します。

パスワード CA署名証明書が秘密鍵付き証明書 (PKCS#12) の場合に、パスワード
を設定します。

CA証明書1/2 CA署名証明書が証明書 (PEM/DER) の場合に、設定できます。

参照 CA証明書を選択します。

OK 設定して、画面を閉じます。

キャンセル 設定を破棄して、画面を閉じます。
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2

IEEE802.1X
IEEE802.1Xを設定します。Wi-Fi のセキュリティータイプがWPA2/WPA3-Enterprise の場合にも設定
します。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ ネットワークセキュリティー] - [IEEE802.1X] をクリックします。

2 IEEE802.1Xを設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

IEEE802.1X( 有線 LAN) IEEE802.1X の有効 /無効を指定します。

認証方式 認証方式を選択します。

クライアント認証設定 クライアント認証の設定をします。

ユーザー ID ユーザー IDを指定します。

パスワード パスワードを設定します。
認証方式がPEAP-MSCHAPv2または EAP-TTLSの場合に有効になり
ます。

Anonymous 名 Anonymous 名を設定します。
認証方式がPEAP-TLS、PEAP-MSCHAPv2またはEAP-TTLSの場
合に有効になります。

クライアント証明書 CA署名証明書およびCA証明書がリスト形式で表示します。
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2
3 他の項目を設定する場合は、[設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。

プリンターへの設定をする場合は、[設定 ]をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

インポート 証明書をインポートする画面を表示します。
詳細は、62ページ「CA署名証明書またはクライアント証明書」を参照
してください。

削除 選択した証明書を削除します。

サーバー認証設定 サーバー認証の設定をします。

証明書の検証 検証の有効 /無効を選択します。

サイバー ID サーバー IDを設定します。

暗号強度 暗号強度を選択します。

項目 説明
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2

IPsec/IPフィルタリング
IPsec または特定の IPアドレスとの通信を許可 /拒否したり、サービスの有効 /無効を制御したりする IP
フィルタリングを設定します。

使い方については、以下を参照してください。
• IP フィルターの使い方 (72ページ )
• ポートフィルターの使い方 (74ページ )

以下の手順で設定します。

1 [ネットワーク] - [ネットワークセキュリティー] - [IPsec/IPフィルタリング]をクリッ
クします。

2 IPsec/IP フィルタリングを設定します。

設定項目は以下のとおりです。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

IPsec/IP Filter を有効にする IPsec または IPフィルタリングを有効にする場合はチェックします。

基本ポリシー 基本的なポリシーを表示します。

編集 基本ポリシー画面を表示して、IPsec または IPフィルタリングを選択
します。
詳細は、66ページ「基本ポリシー」を参照してください。

個別ポリシー 基本ポリシーに追加する個別ポリシー（条件）を表示します。

編集 リストから個別ポリシーを選択し、[編集 ] を押すと、個別ポリシー編
集画面を表示します。
詳細は、67ページ「個別ポリシー」を参照してください。
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2

3 他の項目を設定する場合は、[設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[設定 ]をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

基本ポリシー
以下を設定します。

クライアント証明書 CA署名証明書およびCA証明書がリスト形式で表示します。

インポート 証明書をインポートする画面を表示します。
詳細は、62ページ「CA署名証明書またはクライアント証明書」を参
照してください。

削除 選択した証明書を削除します。

項目 説明

通信処理 基本ポリシーを選択します。通信を通過、通信を遮断、または IPsecの
使用から選択します。

IPsecの設定 IPsec の設定画面を表示します。通信処理が IPsec の場合に設定できま
す。詳細は、69ページ「IPsec の設定」を参照してください。

OK 設定して、画面を閉じます。

キャンセル 設定を破棄して、画面を閉じます。

項目 説明
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2

個別ポリシー
以下を設定します。

項目 説明

個別ポリシー1～10を有効にする 個別ポリシーを有効にするときにチェックします。

通信処理 個別ポリシーを選択します。通信を通過、通信を遮断、または
IPsec の使用から選択します。

IPsec の設定 IPsec の設定画面を表示します。通信処理が IPsecの使用の場合に
設定できます。
詳細は、69ページ「IPsec の設定」を参照してください。

ローカルアドレス（プリンター） IPフィルタリングで使用します。
プリンターの IP アドレスを設定します。使用可能な全てのアドレ
ス、自動追従、または IPv4アドレスから選択します。

リモートアドレス（ホスト） ホストのアドレスを指定します。
すべての IP アドレスに適用、または範囲を指定するから選択しま
す。

IPアドレス IPアドレスを指定します。リモートアドレス（ホスト）が [範囲を
指定する ]の場合に設定できます。

プレフィクス アドレスの範囲を指定します。リモートアドレス（ホスト）が [範
囲を指定する ]の場合に設定できます。
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2

ポート指定方法 IPフィルタリングで使用します。
ポート指定方法を選択します。
サービス名、またはポート番号から選択します。

サービス名一覧 ポート指定方法が [サービス名 ]の場合に表示します。
サービス名を一覧表示します。サービスは10個迄指定できます。
サービスを指定する場合は、「全てのサービス名を選択する」の
チェックを外し、リストから使用するサービスをチェックします。

全てのサービス名を選択する ポート指定方法が [サービス名 ]の場合に表示します。
サービスを指定しないですべてを有効にする場合にチェックします。

トランスポートプロトコル ポート指定方法が [ポート番号 ]の場合に表示します。
トランスポートプロトコルを指定します。
全てのプロトコル、TCP、UDP、または ICMPv4から選択します。

ローカルポート番号 トランスポートプロトコルが [TCP] または [UDP] の場合に設定で
きます。ローカルのポート番号を指定します。

リモートポート番号 トランスポートプロトコルが [TCP] または [UDP] の場合に設定で
きます。リモートのポート番号を指定します。

OK 設定して、画面を閉じます。

キャンセル 設定を破棄して、画面を閉じます。

項目 説明



69

第2章 使い方
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IPsec の設定
以下を設定します。

項目 説明

IKE バージョン IKE バージョンを選択します。
IKEv1、または IKEv2から選択します。

詳細設定 IKE の詳細設定画面を表示します。詳細は、70ページ「IKEの詳細設
定」を参照してください。

カプセル化 カプセル化を設定します。
トランスポートモード、またはトンネルモードから選択します。

リモートゲートウェイアドレス カプセル化が [トンネルモード ]の場合に表示します。リモートゲート
ウェイのアドレスを指定します。

セキュリティープロトコル セキュリティープロトコルを指定します。
ESP、またはAHから選択します。

暗号アルゴリズム セキュリティープロトコルが [ESP] の場合に表示します。
暗号化で使用するアルゴリズムを指定します。
任意、AES-CBC-128、AES-CBC-192、AES-CBC-256、AES-
GCM-128、AES-GCM-192、AES-GCM-256、または3DESから
選択します。

認証アルゴリズム 認証で使用するアルゴリズムを指定します。
任意、SHA-1、SHA-256、SHA-384、SHA-512、またはMD5か
ら選択します。

OK 設定して、画面を閉じます。

キャンセル 設定を破棄して、画面を閉じます。
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IKE の詳細設定
以下を設定します。

項目 説明

ローカル認証 ローカル認証を設定します。

認証方式 認証方式を指定します。
事前共有キー、または証明書から選択します。

事前共有キー 認証方式が [事前共有キー ]の場合に表示します。
事前共有キーを指定します。

IDの種類 IKEバージョンが IKEv2で認証方式が [事前共有キー ]の場合に表
示します。
IDの種類を選択します。
任意の文字列、識別名、IPアドレス、FQDN、またはメールアドレ
スから選択します。

ID IKEバージョンが IKEv2で認証方式が [事前共有キー ]の場合に表
示します。
IDを指定します。IDの種類の形式に従って入力します。
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2

リモート認証 IKEバージョンが IKEv2の場合に表示します。
リモート認証を設定します。

認証方式 認証方式を指定します。
事前共有キー、または証明書から選択します。

事前共有キー 認証方式が [事前共有キー ]の場合に表示します。
事前共有キーを指定します。

IDの種類 認証方式が [事前共有キー ]の場合に表示します。
IDの種類を選択します。
任意の文字列、識別名、IPアドレス、FQDN、またはメールアドレ
スから選択します。

ID 認証方式が [事前共有キー ]の場合に表示します。
IDを指定します。IDの種類の形式に従って入力します。

暗号化アルゴリズム 暗号化で使用するアルゴリズムを指定します。
任意、AES-CBC-128、AES-CBC-192、AES-CBC-256、AES-
GCM-128、AES-GCM-192、AES-GCM-256、または3DES
から選択します。

認証アルゴリズム 認証で使用するアルゴリズムを指定します。
任意、SHA-1、SHA-256、SHA-384、SHA-512、または
MD5から選択します。

鍵交換アルゴリズム 鍵交換で使用するアルゴリズムを選択します。
任意、HDグループ1、HDグループ2、HDグループ5、または
HDグループ14～30から選択します。

OK 設定して、画面を閉じます。

キャンセル 設定を破棄して、画面を閉じます。

項目 説明
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2

IP フィルターの使い方
特定の IPアドレスのみ通過または遮断をすることができます。
ここでは、通過させたい IPアドレス範囲（192.168.192.1 ～ 192.168.192.254）を指定する例を説
明します。基本ポリシーは通信を遮断にして、個別ポリシーで通過させる IPアドレスの範囲を指定します。

1 「IPsec/IP Filter を有効にする」をチェックします。

2 基本ポリシーを、" 通信を遮断 "に設定します。

3 「個別ポリシー1」を選択して、編集します。

4 以下の設定をします。

項目 設定

個別ポリシー1を有効にする チェックします。

通信処理 通信を通過

ローカルアドレス（プリンター） 使用可能なすべてのアドレス

リモートアドレス（ホスト） 範囲を指定する

IPアドレス 192.168.192.1

プレフィックス "/24 (255.255.255.0)" を選択します。

ポート指定方法 ポート番号

トランスポートプロトコル すべてのプロトコル
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設定結果

5 OKをクリックして画面を閉じます。
以上で設定は終了です。IPsec/IP フィルタリング画面は以下のようになります。
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ポートフィルター(サービス )の使い方
特定のサービスのみ通過または遮断をすることができます。
ここでは、HTTP/HTTPSサービスを遮断させる例を説明します。基本ポリシーは通信を通過にして、個別
ポリシーで遮断させるサービスを指定します。

1 「IPsec/IP Filter を有効にする」をチェックします。

2 基本ポリシーを、" 通信を通過 "に設定します。

3 「個別ポリシー1」を選択して、編集します。

4 以下の設定をします。

項目 設定

個別ポリシー1を有効にする チェックします。

通信処理 通信を遮断

ローカルアドレス（プリンター） 使用可能なすべてのアドレス

リモートアドレス（ホスト） すべての IPアドレスに適用

IPアドレス 192.168.192.1

ポート指定方法 サービス名

全てのサービス名を選択する チェックを外す

サービス名 HTTP（ローカル）、HTTPS（ローカル）、HTTP（リ
モート）、HTTPS（リモート）をチェック
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設定結果

5 OKをクリックして画面を閉じます。
以上で設定は終了です。IPsec/IP フィルタリング画面は以下のようになります。
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CA証明書
本製品で使用するCA証明書の管理をします。証明書を登録または削除します。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ ネットワークセキュリティー ] - [CA証明書 ]をクリックします。

2 CA証明書を設定します。

Q 参考
• Wi-Fi モデルのみ表示されます。
• あらかじめ登録する証明書を、ローカル環境に用意してください。
• 登録可能なCA証明書は、10個です。

項目 機能

CA証明書 プリンターから別のサーバーへアクセスするとき、そのサーバーを検証するた
めのCA証明書を登録します。
以下の機能を使う場合は、接続先のサーバーのCA証明書を登録してください。
• サーバーダイレクト印刷のサーバー
• ステータス通知のサーバー
• WPA2/WPA3-Enterprise や IEEE802.1X で使用するRADIUSサーバー

ステータス CA証明書のステータスを表示します。

ファイル名 使用中：プリンターに登録されています。
ファイルのパスとファイル名：インポートで指定したファイルのパスが表示さ
れます。プリンターに登録されている場合は、「使用中」と表示されます。
空白：CA証明書が登録されていません。

インポート CA証明書をインポートするファイルを指定します。ファイル選択画面が表示
されます。

削除 リストに登録されているCA証明書を削除します。
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3 他の項目を設定する場合は、[設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[設定 ]をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。

CA証明書の情報
プリンターにCA証明書ファイルが登録されている状態で本ユーティリティーを起動した場合に、ステータ
スが使用中のファイルを選択すると、証明書の情報が表示されます。
本ユーティリティー起動後にCA証明書を、インポートボタンからファイルを選択して登録した場合、この
情報は表示されません。

項目 機能

発行先 (CN) CA証明書の発行先を表示します。

組織名 CA証明書の組織名を表示します。

有効期限開始日時 CA証明書の有効期限の開始日時を表示します。

有効期間終了日時 CA証明書の有効期間の終了日時を表示します。
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管理者設定
管理者設定をします。

以下の手順で設定します。

1 [ ネットワーク ] - [ 管理者設定 ] - [ 管理者設定 ]をクリックします。

2 管理者設定をします。

設定項目は以下のとおりです。

3 パスワードを変更する場合、[パスワード変更 ]をクリックします。

4 “パスワード変更”画面が表示されます。パスワードを設定し、[OK] をクリックします。

Q 参考
Wi-Fi モデルのみ表示されます。

項目 説明

管理者名 管理者名を入力します。

設置場所 設置場所を入力します。

デバイス名 本プリンターのデバイス名を入力します。
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5 他の項目を設定する場合は、[ 設定 ] をクリックしないで、メニューを選択してください。
プリンターへの設定をする場合は、[ 設定 ] をクリックします。設定がプリンターに反映
されます。
プリンターへの設定については、22ページ「プリンターへの設定」を参照してください。
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動作テスト
プリンターが正常に動作するか、プリンターとドライバーが正常に通信されているか確認します。
以下の手順で確認します。

1 [ 動作テスト ]をクリックします。

2 動作確認したい項目をクリックします。

動作確認する項目は以下のとおりです。
• 印刷テスト

• デバイステスト

項目 説明

テスト印刷 テスト印刷します。正常に印刷されるか確認します。

ロゴ印刷 プリンターに登録されているすべてのロゴを印刷します。

フォント印刷 プリンターに搭載されているフォントを印刷します。

項目 説明

通信テスト コンピューターとプリンターの通信が正常か確認します。

ブザーテスト プリンターのブザーを鳴らします。
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設定の保存と復元
プリンターの設定、登録された証明書、ロゴデータなどをバックアップしたり、設定をプリンターに復元した
りします。

プリンターの設定をファイルに保存する

以下の手順で保存します。

1 [ 設定の保存と復元 ]をクリックします。

2 [ オプション ]の中から、保存するデータをチェックします。

項目 説明

オプション ロゴデータの保存 プリンターに登録されているロゴデータを保存します。PC内のロ
ゴデータ、またはプリンター内のロゴデータから選択します。

プリンターの設定値 プリンターの各種設定値を保存します。以下の設定値を保存しま
す。
• フォントの設定（コードページ、国際文字セットの設定）
• 印刷制御の設定（印刷速度、濃度など）
• 用紙節約の設定
• 内蔵ブザーの設定
• ネットワークの設定

証明書 各証明書を保存します。

新しい管理者パス
ワードの保存

管理者のパスワードを保存します。
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3 [ 保存 ] をクリックします。

4 " 新しいパスワード " 画面が表示されます。バックアップファイルに含めたい新しいパス
ワードを入力します。

5 " 名前をつけて保存 " 画面が表示されます。ファイル名とバックアップ先を指定して保存
します。

[ 新しい管理者パスワードの保存 ]にチェックした場合 手順4に進んでください。
[新しい管理者パスワードの保存 ]にチェックしなかった場合 手順5に進んでください。
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設定をプリンターに復元する

以下の手順で復元します。

1 [ 設定の保存と復元 ]をクリックします。

2 [ 参照 ] をクリックし、復元する設定ファイルを指定します。

3 [ 復元 ] をクリックします。復元の確認メッセージが表示されるので、[はい ]をクリック
します。

4 復元が成功した場合、成功メッセージが表示されます。
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About the Info-Zip License
This utility incorporate compression code from the Info-ZIP group.

-------------------------------------------------------------------------------------------
This is version 2009-Jan-02 of the Info-ZIP license. The definitive version of this document should be available at ftp://
ftp.info-zip.org/pub/infozip/license.html indefinitely and a copy at http://www.info-zip.org/pub/infozip/license.html. 

Copyright (c) 1990-2009 Info-ZIP. All rights reserved. 

For the purposes of this copyright and license, "Info-ZIP" is defined as the following set of individuals: 
Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denker, Jean-Michel Dubois, Jean-loup Gailly, Hunter Goatley, Ed Gordon, Ian 
Gorman, Chris Herborth, Dirk Haase, Greg Hartwig, Robert Heath, Jonathan Hudson, Paul Kienitz, David Kirschbaum, 
Johnny Lee, Onno van der Linden, Igor Mandrichenko, Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg 
Roelofs, Kai Uwe Rommel, Steve Salisbury, Dave Smith, Steven M. Schweda, Christian Spieler, Cosmin Truta, Antoine 
Verheijen, Paul von Behren, Rich Wales, Mike White. 

This software is provided "as is," without warranty of any kind, express or implied. In no event shall Info-ZIP or its 
contributors be held liable for any direct, indirect, incidental, special or consequential damages arising out of the use of 
or inability to use this software. 

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial applications, and to alter it 
and redistribute it freely, subject to the above disclaimer and the following restrictions:

1. Redistributions of source code (in whole or in part) must retain the above copyright notice, definition, disclaimer, and 
this list of conditions. 

2. Redistributions in binary form (compiled executables and libraries) must reproduce the above copyright notice, 
definition, disclaimer, and this list of conditions in documentation and/or other materials provided with the 
distribution. Additional documentation is not needed for executables where a command line license option provides 
these and a note regarding this option is in the executable's startup banner. The sole exception to this condition is 
redistribution of a standard UnZipSFX binary (including SFXWiz) as part of a self-extracting archive; that is permitted 
without inclusion of this license, as long as the normal SFX banner has not been removed from the binary or disabled. 

3. Altered versions--including, but not limited to, ports to new operating systems, existing ports with new graphical 
interfaces, versions with modified or added functionality, and dynamic, shared, or static library versions not from Info-
ZIP--must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source or, if binaries, 
compiled from the original source. Such altered versions also must not be misrepresented as being Info-ZIP releases--
including, but not limited to, labeling of the altered versions with the names "Info-ZIP" (or any variation thereof, 
including, but not limited to, different capitalizations), "Pocket UnZip," "WiZ" or "MacZip" without the explicit 
permission of Info-ZIP. Such altered versions are further prohibited from misrepresentative use of the Zip-Bugs or 
Info-ZIP e-mail addresses or the Info-ZIP URL(s), such as to imply Info-ZIP will provide support for the altered versions. 

4. Info-ZIP retains the right to use the names "Info-ZIP," "Zip," "UnZip," "UnZipSFX," "WiZ," "Pocket UnZip," "Pocket Zip," and 
"MacZip" for its own source and binary releases. 
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About the picojson License
This utility includes picojson.

-------------------------------------------------------------------------------------------
Copyright 2009-2010 Cybozu Labs, Inc.
Copyright 2011-2014 Kazuho Oku
All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE,
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE
USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.
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